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プリンストンは、交通事故などの場合にお子さまの傷害をより軽くすることを目的

に開発されたカーシートであ

安全をより確かなものにするためtネこの説明書をお読みになつて正しくお使いく

ださい。なお、本書は車の中に保管し、必要に応じてお読みください。
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ご使用の前にお読みください

●体重―-7 kg以上18Lg未満

●参考年齢―一生後4ヵ月頃から4歳頃まで

。身長一―プリンストンに座らせたとき、後頭部が背もたれの上から出ないお子さま

●首がしっかりすわったお子さま。

●シートベルトのついていない座席

●奥行が45cm以下の座席

●極端ながケットタイプの座席

●ELR付 2点式シートベルトがついている後部座席

●進行方向に対して横向き、または後向きの座席

●シートベノントがシートの中間から出ている後部座席

●シートベルトのベルト間距離

が300%未満の座席

★ELR付 シートベルトとは

く緊急ロック式ベルト巻取装置付〉で通常ゆっくり引く場合にはベルトが自由に出入りし、急ブレーキ

や衝突などの衝撃を感知したときだけロック機構が働き、ベル トがロックされるシー トベルトです。

●シートベルトにはこの他、巻き取り装置がなく、身体に合わせてベル トの長さを調節するNR式

(長さ調整式)シートベル トと、ロック機構がなく、ベルトを全部引きだして身体に合わせてべ

ル トの長さを調節するNLR式 (非ロック式ベル ト巻取装置付)シートベルトがありま曳



プリンストンの使い方をわかりやすくご説
するために、告部分になまえをつけました
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車に取りつける前に準備をしましょう
●車に乗せる前に部屋の中で試してください。

お子さまの体格に含わせて肩ベルトの位置を決めます
フリンストンを車に取 りつける前に、お子さまの体格に合わせて肩ベル トの位置を決めましょう、肩ベル トの位置は 3

段階 お 子さまを座らせて、肩のすぐ上にある穴に肩ベル トを通します。たとえば、お子さまの肩がいちばん下の穴と

まん中の穴の間にある場合は、まん中の穴に3い ちばん下の穴よりも下にある場合は、いちはん下の穴に肩ベル トを通

します_

肩ベルト

通し穴

肩ベルトの穴位置は、必ずお子さまの肩よりも高い位置にくるようにして

ください。

肩ベルトをはすして決まつた通し穴につけ首えます
肩ベルト通し穴の位置が決まったら、肩ベルトをはずしてちょうどよい高さの通し穴につけ替えましょう.、

はじめに、肩ベルトを背面の肩ベルト調節金具から図3・図2の手川頁ではずし、肩ベルト通し穴から引き出します。

次に下の図を見ながら、取 りつ けましょう。

肩ベル トを通 し穴に通す前に、パッド

カバーを開けて肩ベルトが正 しくベル

ト通 し溝に入っているか確かめます。

上図のように、ひとつひねりを加えた

状態で通 し溝に入っていればOK。

肩ベルトをそのまま上にのばし、通し穴

に入れて背面に出します:背面に出た

肩ベルトを、図のようにベルトの端を後

ろ側にじて2つに折り、肩ベルト言周整金

具の溝穴Bに本体側から通して、わを

Cに 升黄から差し込みます

さらに、ベルトの端 Aを折↓)返して調整

金具の cに通し、図のように溝穴①に

手前側から差し込みます:もう
一方の肩

ベルトも、同様にして取1)付けます



お子きまの座らせ方与おろし方を試してみましょう
｀
プリンストンを草に取りつけてはみたものの、おとなしく座っていてくれるかしら……ごそんな心配、少しはあります

ね。そこで、車に取りつける前にもうひとつ、お子さまの座らせ方、おろし方を練習してみましょう。 2～ 3回試して

みれば、狭い車内でまこ`つくこともありません拘お子さまといっしょに遊び感覚でやれば、フリンストンに慣れて、 ド

ライブ中のお座 りもきっと楽しくなりますよJ

> >

バックルボタンを下に押して、その

ままハッドカバーを手前に開きます.

肩ベル トを肩ベル ト通 し溝から引き

出してハッドを手前に作lし、肩ベル

トを左右に大きく広げます

お子さまを深 く座らせ、肩ベル トを

左右の腕に通します

●リクライニンクを起した】大態

(ステーは後側)

●リクライニンクした】大態

(ステーは前側)

●後向き取りつけの場合

(ステーは前側)

ツクライニンクステー

| >

ハッドを起こしてお子さまの胸にあ

て、肩ベル トを通 し溝に通 します。

このとき、 肩ベル トは通 し穴からま

っすぐの状態です。

ベルトにねじれがないか確認してバ

ッドカバーをおこし、カチッときが

するまで押して閉じます

※肩ベルトがゆるすぎたり、きつすきたりしたら、背面の調節金具で長さを調節します

: 後向き・……体重 7k=以上10kg未満のお子さまに

リクライニンクステー

(〔

どとこ
科

ァジャストステー

リクライエンクステー

前座席の場合 後座席の場合 前座席の場合 後座席の場合
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では、いよいよ取りつヤルてみましょう

体重9 kg以上18kg未満のお子さまに

プ 前向きに取りつける場含御座席への取りつけ方)
取りつけ'

アンカーと

右の図の

シー トベル トが短かい車の場合は、バックル側は 2

枚のシートベルトを、ドアイ貝」は腰ベル トだけを本体と

アンカーの間に入れてフックをかけます。
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前座席を後方へいっぱいにスライドさせてから車

のシー トベルトをバックルに差し込みます.

をいっ|ゴいに51き出し、51き出し回

卜を2枚重ねて、ベルトクリップで

シー トベル トをね じれがないよ

うにシー トの奥にたるめて置 き、
フリンス トンをベル トの中央、

奥いっばいに置 きます1)

後座席への取りつけ

取 りつける前にアンカーを後側
のアンカーフックにかけます。
リクライエングステーは、後イ貝J
にセッ トしておきます。

シー トベル トをバックルに差

し込み、ベル トの長さを一番

長 くして座席の奥におきます。

ベル ト

クリッフ



,前に

リクライエングステーは、

位置にセットします。

アンカーを

後側のアンカー

フックに

かけます

リクライエンクを

起す場合は

リクライエング
ステーを後側に

セットします

リクライエング

する場合は

ステーを前側に

セットします

ａ

Ｊ

シートの奥に、ゆるめたシートベルトを2枚重ねて置き

ます。プリンストンをシートの奥いっぱいに、座席の背

もたれと本体の背もたれがぴったり合うように置きます。

ベルトクリップをはずし、肩ベルトを上方に強く

引いて腰ベルトをできるだけ強く張り、余つた肩
ベルトを巻き込み装置に戻します。

前座席を前方へ力いっぱいスライ ドさせて、より

しっかり固定させます。最後に本体をゆすつてぐ

らつきがないか確認します。

手前のアンカーをはず し、シ
ー

トベル トを本体 とアンカーの問
に入れてアンカーをフックにか

けます。

もう一方のアンカーをはず して

同様にします。シー トベル トの

長さを調節 してピーンと張った

状態にして固定 します。

本体をゆすつて ぐらつ くような
ら、5.に もどってシー トに沈み

込むように本体をおさえつけな
がらベル トの長さを調節 してさ

らにつよく固定 します。

6

ベルトクリップの使い方

シー トベルトにたるみがで

る場合は、4.の手|‖頁に戻つ

て左右いずれかのアンカー

の近くで、肩ベル トと腰べ

ル ト2枚 を重ねてベル トク

リップではさみます。



とジ                 席への取りつけ万)

前座席を後方へいっぱいにスライドさせてから、

車のシー トベル トをバックルに差し込みます。

■

―

―

口

止

し

で

出
五
フ

き

　
ツ
　
　
・

引

り

　

一

ヽ
ク

　

一

し

卜

　

・

出

ル

き

ベ

引

て

に

ね

い

重

は

枚

つ
　
２

い

を

を

ト

ル

ベ

、へ
　
ヽ

卜

で

す

一　
く

ま

シ

近

め

，

乙

ドア側のアンカーをはずし、シートベルトを2枚重

ねて本体とアンカーの間に入れ、アンカーをフッ

クにかけますiバ ックル側も同様にします.

シー トベル トが短かい車の場合は、バックル側は 2枚

のシー トベル トを。 ドアイ貝」は腰ベル トだけを本体とア

ンカーの間に入れてフックをかけます〕

後座席への取りつけ方 (縄品餅靴統鵠にします)

アンカーを前倶」のアンカーフックにかけます。 リク

ライエングステーを前側にセットし、アジヤス ト

ステーをおこして本体をリクライニングさせますぃ

■
日

―

アジャストステー



取りつける前に

アンカーとリクライエングステーは、

右の図の位置にします。

アンカーを

前イ員」のアンカー

フックに

かけます

リクライエングステーを前側にし

後向き時のみアジャストステーを

止まるまでおこして、 リクライニ

ングステーをセットします

ａ

Ｊ

シー トの奥に、ゆるめたシー トベル トを2枚重ね

て置きます。プリンストンをシー トの奥いっばい

に、 イ麦ド]きに橿垂きま百方。

ベル トクリップをはずし、肩ベル トを上方に強く

引いて腰ベルトをできるだけ強く張り、余った肩
ベルトを巻き込み装置に戻します。

※たるみのあ

る場合は、
ベル トクリ

ッフをこヾ使

用ください

前座席を本体の背もたれがダッシュボードに当るまで前

方へ力いっぱいスライドさせて、よりしっかり固定させま抗

最後に本体をゆすってくちつきがないか確認しますを

本体の背もたれが前座席の背画に完全にくっつく

ように、前座席を後に引きます。

・後座席への取りつけ方
"の
2

プリンストンを後向きに取り

～6 と同様

つけます。
ａ

Ｊ

アジャストステー



プノンストンロイRAこは、付属品が付いています

日除けの取り付け方
日除けのややvS、くらみのある方を前方向にして、両サイドのマジ

ックテープ部を本体のイ貝」面マジックテープ部にくっつけて固定

しま抗 日射しの方向に合わせて任意に位置を決めてください。

※後向き取り付け時の日除け使用の際は、 ドアミラ
ーの視界

確保を考慮しながら調整してください。

ご注意 :カ
ーシートにお子さまをお乗せにならない時や、車

の中にカーシートを放置する時などは、日除けをは

ずして、伸ばした状態で保管してください。

マクラの取り付け万

胸当パッドパイルカパーの取り扱い方

マクラから出ている取り

付け部を、マクラ止め穴に

差し込み(図①)、肩ベル

ト通し穴から指を入れて

(図⑤)本体のマジックテ
ープに図⑤のようにマク

ラの耳の部分を押さえつ

けて固定します。

マクラを取りはずす時は、

前から51き抜け↓ゴ取りは

ずせます。

①カーシート本体のパッドカバーを開け、肩ベルトを

パッドからはずした状態にします。

②図のようにゴムベルトが、パッドの肩ベルト通し溝

にピッタリ入るよう、片側ずつ取り付けま孔

ご注意 :

この時、肩ベルト通し溝

に確実にゴムベルトがは

まり込んでいることを確

認してください。

③一度、パッドカバ
ーを閉め

て、パッドの月父部分にパイ

ルカバーを巻きつけ、マジ

ックテープでしっかり固定

してください。

④パイルカバーを取り付け終えた

ら、必ず肩ベルトがパッドの肩

ベルト通し溝に正しく入ってい

るかを確認してごイ吏用ください。

マクラの取付 け部

肩ベルト



いつもきれもヽなシート4お 洗濯もらくらくで坑

クッションのはすし方

1肩ベルトを肩ベルト調節

金具からはずし、肩ベルト

通し穴から引き出します。

2肩ベルトをバッドからはず

し肩ベル トの一方の端を

引っはって抜きとります

3シートの下にあるホック

をはずします_

肩ベルトカバーの取り扱い方(3ページ参門

●3ベージの肩ベルトのつけ替え方の図を参月Rしながら

肩ベルトを背画の肩ベル ト調節金具からはずして、肩

ベル トカバーを51き抜いてくださいっ

0取 りつける時は逆の順序で取りつけ、肩ベル トの調節

をしてください。

肩ベルトカバーの洗い方
●洗濯機、手洗いのどちらでもOK。

(クッションの洗い方と同じです)

4バ ッドのところからクッ

ションをはずし、そのま

ま上へ引き上げます:

※クッションの取りつけ方

は、逆の手順で行います

飼

クッション、マクラ、胸当パッドパイルカパ“の競い方
●洗濯機、手洗いのどちらでもOK。洗濯機 で洗う場合は、

ぬるま湯で、弱い水流にセットしてくださいっ

●干すときは、風通 しのよい日陰に。

●塩素系漂白斉」は、色落ちするので使わないでくださいを

本体、肩ベルト、日除けのお手入れ方法
●普段は水拭きで充分です。

汚れがひどいときは、中性洗斉」を水で薄めた液で汚れ

をとり、水す式きしてから日陰干ししてくださいぅ

※印は、「プリンストン・回イヤル」のみ標準装備。
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①いつも走行前には、次のことを確認してください。

●プリンストンは、車の座席にしっかり固定され

ていますか?

●肩ベルトが肩にフィットしていますか?

●肩ベルトにねじれやたるみはありませんか?

●バックルは、しっかリロックされていますか?

②お子さまがプリンストンの上で立ったり、中腰

になったり、正座をしたりしないよう注意して

ください。

③バックルボタンは、お子さまの力では押しにく

い強さに作られていますが、何かの拍子にはず

れてしまうことも考えられます。お子さまには

バックルボタンにさわらないよう言いきかせ、

時々パッドカバーが開いていないかを確認して

ください。

④車の座席にクッション、座vSミとんなどを敷いた

ままでプリンストンを取りつけないでください。

を座らせる前に各部分にさわって、やけどをし

ないことを確認してください。夏は日陰に駐車

するか、本体に布などをかけておくことをおす

すめします。

①このカーシートは、必ず自動車のシートベルト

で固定してください。また、お子さまが乗って

いないときでも、必ずプリンストンをシートベ

ルトで固定してください。

③2ドアや3ドアの車の場合、後座席に人が乗る

ときは緊急時の脱出のためプリンストンを助手

席に取りつけないでください。

①運転中にはフリンストンの操作をしないでくだ

さい 必 ず、車を安全な場所に停車させてから

行ないましょう。

⑤ l度でもイ重テ突事故などで強いイ重予撃を受けたフリ

ンス トンは、外見上の破損がなくても、絶対に

再イ費用しないてくださいJ

⑥肩ベルトに傷がついた場合は、必ず新しいベル

卜に替えてください。

①プリンストンに直射日光が当たると、本体やパ  ① フリンストンを改造したり、本書にある以外の

ッドなどが熱くなることがあります。お子さま 取 り扱いはおやめ くたさい_

※性能向上のため、予告なく仕様を変更する場合があります。

/

緊急の場合には
事故など緊急事態のときは、保護者の方がくプリンストン)から

お子さまを解放し、すみやかに車外へ連れ出してください。

運輸大臣認定保安装置

ёC―1 4

①
３８６０２３

製品には万全を期しておりますが、お気付きの点がございましたら
「お客様相談室」ま(こ 連絡ください。

コンピ株式会社
本社/〒101東 京都千代田区内神田3-16-9お 客様相談室/TEL.(048)797-1000

営業所/東京(03)3257-4661・大阪(06)353-7481・名古屋(052)934-3676・福岡(092)53+7896


